別記第５号様式（第２条第３項第１８号）
残置森林等の保全管理計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日　

　　千葉県知事　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　　　住　所　法人にあっては、名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　及び代表者の氏名　　　　　


　　残置森林等の明細書（別紙第一）に記載した開発行為に係る残置森林等の保全管理について、下記のとおり計画します。
記
（管理者）
１　残置森林等の保全管理については、残置森林等の保全管理調書（別紙第二）に記載した管理者の責任において誠実に行います。

（残置森林等の保全）
２　残置森林等については、開発行為の完了後においても、その保全に努めます。

（地域森林計画の遵守）
３　残置森林等が地域森林計画の対象となる場合は、市町村森林整備計画に即した施業を行います。

（造林の実施）
４　残置森林等のうち、補植又は改植を必要とする箇所には、現地に適合した樹種を適期に植栽します。

（保育の実施）
５　残置森林等のうち、造成森林又は造成緑地には、活着するまでの間、散水等の措置を講じます。その他、下刈り、つる切り、除伐、間伐及び施肥を必要とする箇所には、適切な保育作業を行います。

（立木の伐採）
６　残置森林等の立木を伐採する場合は、事前に当該残置森林等に係る地域森林計画を所管する林業事務所長と協議し、当該協議の結果を踏まえ、市町村長に森林法第10条の8に規定する伐採及び伐採後の造林の届出書を提出します。

（計画の承継）
７　残置森林等の所有権その他森林等の使用収益権を他の者に譲渡したときは、当該権利者に本計画を遵守するよう求めます。

注　個人が申請する場合は、氏名を自署することにより、押印を省略することができる。




（別添その１）
残置森林等の明細書

	１　残置森林等の面積

	残置森林
	造成森林
	造成緑地
	計

	ｈａ
	ｈａ
	ｈａ
	ｈａ

	２　残置森林等の樹種及び本数

	残置森林
	造成森林
	造成緑地

	樹種
	本数
	樹種
	本数
	緑地
	面積
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	３　造成年次計画

	
	第１年次
	第２年次

	ブロック
	
	

	森　林
	樹種
	
	

	
	本数
	
	

	
	面積
	ｈａ
	ｈａ

	緑地
	ｈａ
	ｈａ

	面積計
	ｈａ
	ｈａ

	
	第３年次
	第４年次

	ブロック
	
	

	森　林
	樹種
	
	

	
	本数
	
	

	
	面積
	ｈａ
	ｈａ

	緑地
	ｈａ
	ｈａ

	面積計
	ｈａ
	ｈａ

	
	第５年次
	計

	ブロック
	
	

	森　林
	樹種
	
	

	
	本数
	
	

	
	面積
	ｈａ
	ｈａ

	緑地
	ｈａ
	ｈａ

	面積計
	ｈａ
	ｈａ


 (注)
①　残置森林の樹種名は、「７森林調書_記載方法①_イ」に準ずること。
　　②　造成森林の樹種名は、個別の樹種名を記載すること。
　　③　造成緑地の緑地名は、「７森林調書_記載方法④_ア」に準ずること。
④　「ブロック」は、「緑化計画書」の「３．緑化計画（１）～（３）」の地区番号を記載すること。




(別添その２)

残置森林等の保全管理調書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　№　　
	番号
	森林の所在場所
	事業区域内の森林の土地利用計画
	土地所有者
	管理者等
	備考

	
	市町村
	大字
	字
	地番
	残置森林
（15年生超）
	残置森林
(15年生以下)
	造成
森林
	造成
緑地
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	管理者
	権利の取得状況
	

	
	
	
	
	
	ha
	ha
	ha
	ha
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注
　１　土地所有者欄については、現在の土地所有者を記載すること。所有権の登記名義人と異なる場合は備考欄にその理由を記載すること。
　２　管理者欄には、林地開発行為の完了後における残置森林等の保全管理を行うことを予定している者を記載すること。
３　権利の取得状況欄には、管理者が土地所有者の場合にあっては「所有」と記載し、申請者（事業者）の場合にあっては今後の予定を含め「購入」、「賃貸借」等を記載すること。　
